
５月の園だより 
 

新しい発見を 

                               園長  加藤 明宏 

 

 こども園としての歩みが始まって、はや 1か月近くが過ぎようとしています。新しい仲間としての年少児が増え、年中・

年長児にも新しい仲間が加わりました。満 3歳児は満を持して、5月からもも組がスタートします。そして何と言っても、

０歳・１歳・２歳の子どもたちが新しい仲間に加わったことは大きな喜びでした。午前中のおやつ、厨房で作ったお昼ごは

ん、お昼寝の時間、大きな泣き声とお散歩カート。新しくて珍しいことがいっぱいの乳児の生活です。幼児たちは興味津々

で、乳児の部屋をのぞきに来ます。弟や妹がいる子たちだけではありません。いろんな子どもたちがのぞきに来ます。でも

乳児の部屋は立ち入り禁止でのぞくだけです。（私たち教職員も入る時は、手洗いをして上履きを脱ぎ、消毒をして入りま

す。）ある年長児で、「赤ちゃんがいるとうれしい」「一緒に遊びたい」と言ってくれた子がいました。園全体が「赤ちゃん」

がいることで、何となく穏やかになった気がします。 

 

 今月の主題は、「見つけたよ」です。４月は初めてのことが多く、子どもにとっても大人にとっても、緊張や不安を感じ

たこともあったでしょう。少し時間がたって、子どもたちは活発に動き出しました。「見つけたよ」と私に見せに来てくれ

たものは・・・。たんぽぽの花、２色の石ころ、みみず、どろだんごなどなど。中にはさびたくぎを見つけてくれた子ども

もいました。おかげで西園庭の砂場のふるいをかけて、安全な砂場にすることができました。子どもたちの新しい発見によ

る「見つけたよ」の言葉をしっかりと受け止め、その言葉に共感し、ともに園生活ができる喜びをかみしめたいと思いま

す。 

 聖書の言葉に「愛は忍耐強い。愛は情け深い。ねたまない。愛は自慢せず、高ぶらない。（中略）不義を喜ばず、真実を

喜ぶ。愛はすべてを忍び、すべてを望み、すべてに耐える。」（新約聖書 コリントの信徒への手紙 一 １３章・４～８節）

という言葉があります。５月のさわやかな季節に、子どもたちと共に愛のある接し方を聖書に学び、愛をもってすべての行

動をしていきたいと思います。 

 

 

201９年度の年主題：ことばに満たされて～ひびきあう～ 

５月の主題 月のねがい 

見つけたよ 

・さんびか、祈り、聖書のお話を通して神さま・イエスさまを身近に感じる 

・好きな場所や素材・遊具・花や虫などを見つけ、親しむ 

・安心して過ごす中で、気持ちを表したり、伝えたりする 

・季節にあった歌を歌ったり、保育者とわらべ歌やふれあい遊びを楽しむ 

聖句     天の下にあるすべてのものはわたしのものだ。 （ヨブ記 41章 3節） 

５月の予定                       マークの説明…Ｔ＝体操 

日 月 火 水 木 金 土 
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5 
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6 

 

振替休日 

7 

 

Ｔ年長 

8 

 

Ｔ年中 

 

9 

 

交通安全センター

（年長） 

10

年少・もも組 

ありがとうの日 

交通安全センター

（年中） 

 

11 

 

12 1３ 

誕生会 

14 

Ｔ年長 

 

15 

Ｔ年中・年少 

内科検診① 

16 

歯科検診 

17 

防サイ君 

18 

19 

 

20 

歯 磨 き 指 導

（年長） 

柳城短大２年生 

教育実習 

（ 31 まで） 

21 

Ｔ年長 

 

22 

Ｔ年中・年少 

内科検診② 

23 

学校安全 

広域ネットワーク訓練 

24 

年中 

ありがとうの日 

25 

 

26 27 

日本福祉大学 

教育実習 

（6/２1 まで） 

授業料引落し 

28 

Ｔ年長 

 

29 

Ｔ年中・年少 

 

30 

 

31 

年長 

ありがとうの日 

 

 

 

 

201９年 4月 25日発行 

名古屋柳城短期大学附属豊田幼稚園 

高橋地域あいさつ運動 

高橋地域あいさつ運動 



 


